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草原生態保護制度下における
        新疆牧畜民の定住化状況（上）
　
新疆ウィグル自治区（以下新疆）は、中
国の西北部に位置する。総面積は一六六万㎢で中国全土の六分の一を占める、省レベルの行政区としては最大 面積を有し 牧畜面積でも第二位にランクされる。　
新疆では全県の四二・五％が牧畜県であ
り、これら牧畜県が自治区全体に占める割合は、面積三九・一％、人口二四・〇％、天然草原六六・〇％、耕地面積二六・〇％、牧畜頭数三九・三％を高い。特に辺境地域では三三県のうち一七県が牧畜県である。　
新疆は従来牧草の豊富な地域であったが、
現在では天然牧 地の八五 に退化現象が見られ、うち 〇％以上で退化が深刻である。
草地では牧草の被覆率や牧草の生産量が年々低下しており、現在の総生産量は一九六〇年代に比べて三〇
―
六〇％も少ない。
　
このような天然牧草退化の主な要因は過剰
放牧にある。 牧畜地域における牧畜の頭数は、二〇〇八年には一九九六年の一九〇〇万頭から二一三六万頭にまで増加している。草原の許容能力を大幅 上回る 頭数 増加は草原の生態環境への影響が大きく、それが 地の持続的な退化 招いてい 草原の退化にはこのような過剰放牧と同時 、開墾などによる草原の破壊といった要因も　
現在、 新疆の耕地面積は六一八六万八千四〇〇
 
ムー （約四〇八万
ha）で一九四九年の二 ・ 四倍の
規模となっているが、増加分のほとんどが天然草地の開墾によるものである。　
新疆特有の地理や気候条件の下で多くの
牧畜民が、住宅があっても土地がない、土地があっても水がない、家畜を所有してても十分な畜舎や飼料用の草がないといった状況に直面し いる。　
新疆では水や草を追って居住するという、
遊牧あるいは半遊牧の生活様式 何千年と続いてきたが現在では連年の干害で牧草と牧畜の矛盾が拡大している。　
遊牧のような天候任せの産業では、自然災害
などに対する抵抗力 弱く、生産性も低く らざるを得ない。牧畜民には医療や子女 教育も
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保障され難いため、牧畜地域の生活水準は長期にわたって低いままである。このような伝統的かつ非効率な生産方式は改める必要がある。　
一九六〇年代以降、北欧、アフリカの東部、
北部、中央アジア、西アジアおよびモンゴルなどの牧畜地域では、一部の遊牧民が自らの希望もしくは政府の政策によって遊牧から定住へと生活方式を転換する状況がみられる。生活方式転換の規模は様々であるが、少なくともアフリカやモンゴル 西部地域以外では遊牧民 定住は初期的段階を経過したといえる。経済、社会状況や文化的な概念が深化し変革するにつれて、定住者の社会的生活条件は相対的に向上し、牧畜業 経済的条件も改善されつつあ 。　
上述のような国内外の経験を参考に、新疆
の草原牧畜業においても農業と結合した牧畜産業を確立すること 必要となった。栽培された牧草による牧畜業の確立など、牧畜地域では牧畜民 定住を目標 した政策が長期にわたって模索されてきた。新疆に適した牧畜経済のあり方として各地において固まりつあるのが、水利建設によって牧畜民の定住を図るという考え である。これによって牧畜民の伝統的な生産方式を改め、所得水準を引き上げるこ によって牧畜地域社会の現状を改善することが目標とさ てい のである一、牧畜民定住化の現状　　　
（一）牧畜民定住化の過程
　
新疆において牧畜民の大規模な定住化政策
が実行されたのは、一九八六年に自治区政府が開催した“北部牧畜地域経済工作会議”以降であった。この会議では牧畜民定住の方針が明確にされているが、それは次のようなものであった。即ち、①定住化は各 の現状に応じて実行し、その過程で統一計画を策定する。②定住化を実験する地域を合理的に配置し、地域 条件に沿って 地域を適度に分散・集中し、生活の便宜を図 こと 最優先させることを原則とする。　
一九八六年以降、新疆における牧畜民の定
住化政策は、一定の成果を挙げたがその実験過程は次の四段階に分けること できる。
（１）一九八六
―
九四年の初期段階
　
一九八六年自治区政府会議では水利建設
を中心に、畜舎、人工草地、関連施設 居住地域の建設を一体的に行う方針が提起された。同会議では、同時に十の施設、即ち水源、道路、住宅、牧畜 耕地、草地 学校、病院および文化・技術普及センター 建が目標とさ　
一九九〇年末には定住あるいは半定住牧畜戸
が六万四三〇〇戸に達し、全牧畜戸の四三 ・ 三％占めた。九四年にはその割合は四九 ・〇％まで上昇し、牧畜民定住化の基盤が形成された。
（２）
一九九五
―
二〇〇〇年の発展段階
　
新疆自治区牧畜庁は第九次五カ年計画
（一九九五
―
二〇〇〇年）において牧畜民
の定住化に関しては毎年の新規定住規模を
八〇〇〇戸とし、二〇〇〇年までに累計で一二万戸（牧畜戸の八 ％）の定住化を図るという具体的な目標を挙げている。また定住の標準に関しては“三通” 、 “四有” 、 “五配套”（五種類の施設を一セットとする） 、 “三化”および“両不転”といった目標を定めている。　“三通”とは定住地区への水と電気の供給と道路設備のことである。 “四有” は定住戸一戸当たりの草地の標準面積を北部は五〇―一〇〇ムー（ ・三
―
六・六
ha） 、南部は二〇
―
五〇ムー（一・
―
三・三
ha）とし寒冷期に
は基本的に舎飼い（少なくとも一二〇日以上）をすること、各定住戸はレンガ 木材で建築し一人当たりの面積を一五㎡とすること、各定住戸の恒久的な畜舎面積を一五〇
―
二五〇
 ㎡とすること、そして住宅の周囲に
植林をすることである。　“五配套”とは、居住地区に技術サービスステーション、衛生院 （診療所） 、商店、学校及び文化センター 遂次配備することである。
“三化”とは、飼育する牧畜の優良品種率を八〇％以上とし，防疫 大規模化 、牧草の加工度を八〇％以上に引き上げることであ 。　“両不転”とは、定住後は冬季、春季には牧畜を移動させずに舎飼いとし、四季を通じた遊牧 夏期と秋期のみに改めることである。これらの政策によって、定住戸数は二〇〇〇年には一三万五〇〇戸となり、牧畜戸の定住率は八三％へと上昇している。　一連の政策によって、草原牧畜の経営形態
は大きく変化し、水、道路、電力などのイン
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フラが改善された他、寒冷期における舎飼い率も高まり、自然災害への抵抗率も向上してきた。多くの牧畜民が定住の良さを経験したことによって、牧畜民の認識も“定住させられる”から
 “定住したい”へと変化してきた。
　
このように、定住化率は政策目標を上回っ
たものの、実際の定住牧民 生活水準にはまだ多く 問題があり、定住の成果が必ずしも確定したわけではなか た。
（３）二〇〇一
―
二〇〇八年の
　　　　　　　　　
質的向上の段階
　
牧畜民の定住生活の質的水準や経済効果
という問題に直面して、新疆政府は、第一〇次五カ年計画期（二〇〇一～〇五）には次のような政策を提起し いる。すなわち、草原牧畜業を持続的に発展させるため、伝統的な牧畜業を改善し、草地の生態保護と建設を強化し、全面的な定住化を実現すまた、牧畜民の定住化の基盤をより強固にしたうえで、牧畜戸ごとの戸別牧場させ、伝統的な 業の近代化を図る。　
二〇〇二年八月に開催された自治区の牧畜
業工作会議では、牧畜民の定住化に関してより高い要求が提示された。それは、飼料用牧草基地の建設と定住化をより一層促進し、牧畜業における経営方式を転換させようとするものであり、定住牧畜民の生活水準 全面的に引上げ、 “三通、四有、五配套“標準 基本的に実現することを目的としたものであった。そのためには飼料用牧草基地の建設と
畜民の定住化を連動させ、牧畜民の牧草栽培と牧畜飼育水準を高めることによって戸別牧場を発展させ、より集約度の高い草原牧畜業を発展させることが求められている。　
これら一連の政策によって、二〇〇六
年末には、定住あるいは半定住牧畜民は一八万五〇〇〇戸と牧 家庭の七八％に達し、そのうち三七％が定住標準に達していた。二〇〇六年末の新疆の純牧畜戸数は二三万七〇〇〇戸、一一 万人でこれは農民総数の一一・ ％ 匹敵する。　
定住化が進むにつれインフラ条件も整えら
れ、閉鎖的な情報、文化的な後発性など非定住時代の問題も大幅に改善された。定 牧民の市場経済的考え方も強まり、生活水準 向上に伴って牧畜民 精神構造にもあきらかな変化が見られた。草地牧畜の災害に対する抵抗力も強化され、寒冷期における牧畜 死亡率は一九九年代の一〇％から一 ・ 五％前後へと低下し、牧畜民は連年の自然災害から脱却しつつある
（４）新疆経済工作会議以降の発展
　
二〇〇九年に中央政府は新疆経済工作会議
を開催しているが、それ以降の定住化の進展には目覚しいものがある。多方面にわたる現実的な措置により、天山山脈の南北一〇〇万の牧畜民が定住化 つつある。第一 次五ヵ年計画期（二〇〇六
―
二〇一〇）における新
疆牧畜民に関する基本政策は“定住の前に牧畜を、牧畜の前に牧草を、牧草の前に土地を、土地の前に水を確保 ”ことであった。こ
れらの政策の下で牧畜民の定住拠点建設と社会主義新農村建設および新規の牧畜地域の建設が一体化され、農村の都市化と近代的な農業建設が連動的に発展することになった。　
二〇一〇年六月、 新疆では二七基のダム（貯
水池）の新 決定された。貯水による草地の拡大よって、定住の実現していない牧畜民が水と草のある場所を求めて四季を通じて遊牧するという伝統的な生活方式を終結させことが目的であった。この決定から僅か一五日後には北部の草原で四基の貯水池の建設が着工され、二〇一一年末までの一年足らずの間に二七基すべての建設が始まり、そのうちのいくつかは利用可能な状況とな いた。これらの貯水池の建設と平行して、新疆北部では、近代的な定住新村が出現し、多くのカザフ族遊牧民がフェルトで作られたテントから耐震式の新居へと移転し、彼等の飼育いた牛や羊もレンガとセメン 造りの暖かい畜舎に入り、寒冷期の風雪を恐れる必要 なくなっている。二〇一一年には新疆の牧畜民のうち六万四〇〇八戸が定住し、牧畜民の定住率は四一・六％となり、一戸当たり平均 飼料用草地が三〇ムー（一・九八
ha）を超える牧畜
民も三万二三〇 戸に達している、中央政府や関連部門の支援によって農牧民の多くは定住による牧畜の振興から定住 よる産業の振興へと変化しつつある。　
――
　
つづく
　
――
　
　　　　　
（中国
 新疆財経大学
 経済学部）
